
令和4年9月世界アルツハイマー月間 報告

平成6年「国際アルツハイマー病協会」は、世界保健機関(WHO)と共同で毎年9月21日を「世界
アルツハイマーデー」と制定し、この日を中心に世界中でアルツハイマー病の啓発を実施して
います。大和郡山市では、認知症の人への理解・支援の啓発につなげるため、令和元年から、
アルツハイマー月間に合わせて9月に郡山城天守台をオレンジ色にライトアップしています。
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○令和4年度は、観月会とタイアップしました。
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○ライトアップ前日、雨天で準備ができませんでした。
当日にオレンジテントを張り、天守台をオレンジ色に点灯
させるための準備をしました。
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○観月会の様子

雅楽演奏、古事記の朗誦、
屋台もありました。
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○もの忘れ相談プログラム
もの忘れ相談プログラムは、認知症簡易スクリーニング
シートをタッチパネルに搭載し、実際に物忘れがどのくら
いあるかを数値化できるプログラムです。物忘れについ
て15点満点で点数を出し、その後個別相談をします。

市長も体験しました！
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○認知症かるた
認知症かるたは、認知症サポーターさんたちに
よって作られた、“読み札が認知症の症状・理解
についての内容になったかるた”です。読み札を
読み返すと、「なるほど」という声が上がりました。
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○来場者のみなさん

大きくなったら

認知症サポーターに

なりたいなあ・・・

ライトアップに
初めて来ました。
また来たいです。

もっとたくさんの人が認知症
について理解してくれたら良
いですね。
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啓発チラシを292人に配布しました。



○ボランティアの方々と卑弥呼

観光協会より卑弥呼も
来てくれました。

ボランティアのみなさん
ありがとうございました。

市内看護学校の学生さんも
参加してくれました。
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○アルツハイマー月間期間中は、老人センター、矢田相談窓口、第二・第三・
第四地域包括支援センターでも啓発活動をしました。

第二地域包括支援センター 第三地域包括支援センター 第四地域包括支援センター

矢田相談窓口
老人センター
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